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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 104,141 6.4 14,703 9.0 15,141 10.4 11,420 △35.8

2024年３月期第１四半期 97,920 8.2 13,488 71.1 13,717 60.3 17,782 157.1

（注）包括利益 2025年３月期第１四半期 9,909百万円(△55.2％) 2024年３月期第１四半期 22,122百万円(169.2％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第１四半期 72.68 －

2024年３月期第１四半期 113.18 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 1,057,982 438,921 41.4

2024年３月期 1,089,170 442,287 40.5

（参考）自己資本 2025年３月期第１四半期 438,037百万円 2024年３月期 441,427百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 0.00 － 93.00 93.00

2025年３月期 －

2025年３月期（予想） 46.50 － 46.50 93.00

（％表示は、通期は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
通期 441,100 4.9 57,300 21.7 56,700 15.9 42,200 9.8 268.58

１．2025年３月期第１四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期１Ｑ 157,301,600株 2024年３月期 157,301,600株

②  期末自己株式数 2025年３月期１Ｑ 176,743株 2024年３月期 176,687株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期１Ｑ 157,124,890株 2024年３月期１Ｑ 157,120,113株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：有

新規  8社  （社名）株式会社九鉄ビルト等、除外  －社  （社名）－

（注）詳細は添付資料Ｐ．８「連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更」をご覧ください。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

　　　（注）期末自己株式数は、「株式給付信託（BBT）」が保有する当社株式（2025年３月期１Ｑ 176,600株、2024年３月期 176,600株）が含

　　　　　　まれております。また、「株式給付信託（BBT）」が保有する当社株式を、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含め

　　　　　　ております（2025年３月期１Ｑ 176,600株、2024年３月期１Ｑ 181,400株）。

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績予想等将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断す

る一定の前提に基づいており、当社としてその達成を約束するものではありません。実際の業績等は、金利の変動、

株価の変動、為替相場の変動、保有資産の価値変動、経済・金融環境の変動、競争条件の変化、大規模災害等の発

生、法規制の変更等様々な要因により大きく異なる可能性があります。

　四半期決算補足説明資料は、この四半期決算短信に添付しております。

　当社は、2024年８月６日（火）に、機関投資家・アナリスト向けの決算説明会を開催する予定です。この説明会で

配布する説明資料については、TDnet及び当社ホームページへの掲載を予定しております。
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セグメントの名称

営業収益 営業利益又は営業損失（△） EBITDA（注２）

当第１四半期

連結累計期間

前年同期比
増減

前年同期比
増減率

当第１四半期

連結累計期間

前年同期比
増減

前年同期比
増減率

当第１四半期

連結累計期間

前年同期比
増減

前年同期比
増減率

運輸サービス 40,476 1,919 5.0% 6,476 579 9.8% 9,654 911 10.4%

不動産・ホテル 33,047 1,307 4.1% 7,340 654 9.8% 11,832 1,445 13.9%

　不動産賃貸業 18,343 2,049 12.6% 4,502 429 10.5% 8,140 975 13.6%

　不動産販売業 7,127 △3,002 △29.6% 1,119 △654 △36.9% 1,123 △655 △36.8%

　ホテル業 7,576 2,261 42.5% 1,719 879 104.7% 2,568 1,125 78.1%

流通・外食 15,463 1,042 7.2% 782 149 23.7% 1,125 199 21.5%

建設 15,986 666 4.3% △912 △317 － △610 △255 －

ビジネスサービス 18,428 711 4.0% 1,032 51 5.2% 1,763 109 6.6%

合計 123,401 5,646 4.8% 14,720 1,118 8.2% 23,765 2,409 11.3%

調整額（注１） △19,260 575 － △17 96 － △114 89 －

連結数値 104,141 6,221 6.4% 14,703 1,215 9.0% 23,650 2,499 11.8%

１．当四半期決算に関する定性的情報

文中の将来に関する事項は、当第１四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

（１）連結経営成績に関する定性的情報

当第１四半期連結累計期間における我が国の経済は、実質賃金が伸び悩み、個人消費の持ち直しに足踏みが見られ

たものの、雇用・所得環境が改善するなど、緩やかに回復してきました。

しかしながら、物価の上昇や金融資本市場の変動等の影響により、今後の経済の先行きには注意する必要があると

考えられます。

このような状況のなか、当社グループは「ＪＲ九州グループ中期経営計画2022－2024」の総仕上げに向けて、３つ

の重点戦略として掲げる「事業構造改革の完遂」、「豊かなまちづくりモデルの創造」及び「新たな貢献領域での事

業展開」を推進するとともに、重点戦略の実行を支える「戦略実行・実現を担う人づくり」及び「グループ一体で戦

略を推進する基盤づくり」に注力してまいりました。

この結果、営業収益は前年同期比6.4％増の1,041億41百万円、営業利益は前年同期比9.0％増の147億３百万円、

EBITDAは前年同期比11.8％増の236億50百万円、経常利益は前年同期比10.4％増の151億41百万円、親会社株主に帰属

する四半期純利益は前年同期比35.8％減の114億20百万円となりました。

(注) 当第１四半期連結累計期間におけるEBITDAは、営業利益に減価償却費を加えた数値（転貸を目的としたリー

ス資産に係る減価償却費を除く）であります。

当社グループの業績をセグメントごとに示すと次のとおりです。

（単位：百万円）

（注）１　調整額は、セグメント間取引消去によるものです。

　　　２　連結EBITDA＝営業利益＋減価償却費（セグメント間取引消去後、転貸を目的としたリース資産に係る減価

　　　　　償却費除く）、セグメント別EBITDA＝各セグメント営業利益＋各セグメント減価償却費（セグメント間取

　　　　　引消去前、転貸を目的としたリース資産に係る減価償却費除く）

　（２）連結財政状態に関する定性的情報

当第１四半期連結会計期間末の資産の部の合計額は、１兆579億82百万円となりました。これは主に、受取手

形、売掛金及び契約資産の減少によるものです。

一方、負債の部の合計額は、6,190億60百万円となりました。これは主に、コマーシャル・ペーパーの減少によ

るものです。

また、純資産の部の合計額は、4,389億21百万円となりました。これは主に、配当金の支払などによる利益剰余

金の減少によるものです。
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　（３）連結業績予想に関する定性的情報

2025年３月期の通期業績予想につきましては、2024年５月９日公表からの修正はありません。

なお、業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しており、実際の業績は今後様々

な要因によって予想数値と異なる場合があります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2024年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2024年６月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 33,939 38,939

受取手形、売掛金及び契約資産 59,221 38,773

未収運賃 4,150 3,444

有価証券 28,324 22,521

商品及び製品 19,980 14,249

仕掛品 39,164 42,460

原材料及び貯蔵品 9,335 11,135

その他 27,498 19,687

貸倒引当金 △91 △73

流動資産合計 221,523 191,137

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 387,728 386,266

機械装置及び運搬具（純額） 71,924 71,778

土地 183,025 184,576

リース資産（純額） 20,028 20,322

建設仮勘定 30,797 34,219

その他（純額） 11,346 12,325

有形固定資産合計 704,851 709,489

無形固定資産 6,143 6,407

投資その他の資産

投資有価証券 55,518 53,882

繰延税金資産 43,520 40,102

退職給付に係る資産 1,259 1,242

その他 58,436 57,907

貸倒引当金 △2,083 △2,187

投資その他の資産合計 156,651 150,946

固定資産合計 867,646 866,844

資産合計 1,089,170 1,057,982

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2024年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2024年６月30日）

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 28,940 18,368

短期借入金 4,403 4,291

コマーシャル・ペーパー 40,000 20,000

１年内償還予定の社債 10,225 10,030

１年内返済予定の長期借入金 28,198 28,252

未払金 53,615 39,708

未払法人税等 1,919 495

預り連絡運賃 2,785 2,536

前受運賃 6,103 6,644

賞与引当金 9,428 7,004

その他 38,645 46,982

流動負債合計 224,266 184,313

固定負債

社債 145,000 145,000

長期借入金 172,473 183,062

安全・環境対策等引当金 646 646

災害損失引当金 3,302 3,255

退職給付に係る負債 40,945 41,576

資産除去債務 2,622 2,812

その他 57,626 58,393

固定負債合計 422,616 434,746

負債合計 646,882 619,060

純資産の部

株主資本

資本金 16,000 16,000

資本剰余金 225,797 225,440

利益剰余金 188,295 186,722

自己株式 △568 △568

株主資本合計 429,524 427,593

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 11,651 10,057

為替換算調整勘定 △97 △102

退職給付に係る調整累計額 348 488

その他の包括利益累計額合計 11,903 10,443

非支配株主持分 859 884

純資産合計 442,287 438,921

負債純資産合計 1,089,170 1,057,982
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（単位：百万円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

営業収益 97,920 104,141

営業費

運輸業等営業費及び売上原価 58,019 59,496

販売費及び一般管理費 26,412 29,941

営業費合計 84,431 89,438

営業利益 13,488 14,703

営業外収益

受取利息 25 28

受取配当金 440 514

金銭の信託運用益 379 398

雑収入 523 297

営業外収益合計 1,369 1,238

営業外費用

支払利息 482 683

デリバティブ評価損 237 －

雑損失 420 116

営業外費用合計 1,140 799

経常利益 13,717 15,141

特別利益

工事負担金等受入額 59 416

関係会社株式売却益 7,425 －

投資有価証券売却益 － 138

その他 1,189 54

特別利益合計 8,674 609

特別損失

固定資産圧縮損 56 398

その他 180 62

特別損失合計 237 460

税金等調整前四半期純利益 22,154 15,290

法人税、住民税及び事業税 191 288

法人税等調整額 4,182 3,589

法人税等合計 4,373 3,877

四半期純利益 17,780 11,412

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △1 △7

親会社株主に帰属する四半期純利益 17,782 11,420

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

四半期純利益 17,780 11,412

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 4,250 △1,638

為替換算調整勘定 △133 △4

退職給付に係る調整額 224 139

持分法適用会社に対する持分相当額 － 0

その他の包括利益合計 4,341 △1,503

四半期包括利益 22,122 9,909

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 22,124 9,920

非支配株主に係る四半期包括利益 △1 △10

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

　四半期連結財務諸表は、株式会社東京証券取引所及び証券会員制法人福岡証券取引所の四半期財務諸表等の作

成基準第4条第1項並びに我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成しており

ます。

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　（連結の範囲の重要な変更）

　株式会社九鉄ビルト、株式会社メタルスター九州、株式会社有馬電設、株式会社西日本電機器製作所、ＣＫレ

ンタル株式会社、株式会社プレミアムロジックス、株式会社ビー・エス・エス、株式会社ウイズユニティは重要

性が高まったため、当第１四半期連結会計期間より連結の範囲に含めております。

（会計方針の変更に関する注記）

　　　　（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

　　　　　「法人税、住民税及び事業税に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下、「2022年改

正基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、資産又は負債の評価替えにより生

じた評価差額等（企業会計基準第５号「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」第８項に定める評

価・換算差額等に区分されるものをいう。以下、「評価差額等」という。）に対して課される当第１四半期連結

累計期間の所得に対する法人税、住民税及び事業税を除き、法令に従い算定した額（税務上の欠損金の繰戻しに

より還付を請求する法人税額及び地方法人税額を含む。）を損益に計上しております。ただし、複数の区分に関

連することにより、株主資本又はその他の包括利益に計上する金額を算定することが困難な場合は、2022年改正

会計基準第５－３項（２）の定めに従い損益に計上しております。

　　　　　法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－

３項ただし書きに定める経過的な取り扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計

方針を適用した場合の累計的影響額を、当第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減するとともに、対

応する金額を、その他の包括利益累計額のうち、適切な区分に加減しております。

　　　　　なお、本基準の適用が四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自  2023年４月１日

至  2023年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  2024年４月１日

至  2024年６月30日）

減価償却費 8,198百万円 9,292百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

  当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

　（注）のれんの償却額については、金額の重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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（単位：百万円）

報告セグメント

計
調整額
（注）1

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）2

運輸
サービス

不動産・
ホテル

流通・
外食

建設
ビジネス
サービス

売上高

外部顧客への売上高 37,369 30,641 14,338 6,283 9,286 97,920 － 97,920

セグメント間の内部

売上高又は振替高
1,187 1,097 82 9,036 8,430 19,835 △19,835 －

計 38,557 31,739 14,421 15,319 17,716 117,755 △19,835 97,920

セグメント利益

又は損失（△）
5,896 6,686 633 △595 981 13,602 △114 13,488

（単位：百万円）

報告セグメント

計
調整額
（注）1

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）2

運輸
サービス

不動産・
ホテル

流通・
外食

建設
ビジネス
サービス

売上高

外部顧客への売上高 39,241 31,905 15,363 7,734 9,896 104,141 － 104,141

セグメント間の内部

売上高又は振替高
1,234 1,141 100 8,251 8,531 19,260 △19,260 －

計 40,476 33,047 15,463 15,986 18,428 123,401 △19,260 104,141

セグメント利益

又は損失（△）
6,476 7,340 782 △912 1,032 14,720 △17 14,703

（セグメント情報等の注記）

（セグメント情報）

　　前第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

　　　　　　１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△114百万円は、セグメント間取引消去です。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　当第１四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年６月30日）

　　　　　　１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△17百万円は、セグメント間取引消去です。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2024年8月5日

九州旅客鉄道株式会社

取 締 役 会 　御中

有限責任監査法人トーマツ

福 　岡 　事 　務 　所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 伊藤　次男

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 寺田　篤芳

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 久原　明夫

監査人の結論

　当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている九州旅客鉄道株式会社の2024年4月1日から2025年3月

31日までの連結会計年度の第1四半期連結会計期間（2024年4月1日から2024年6月30日まで）及び第1四半期連結累計期間

（2024年4月1日から2024年6月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損

益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所及び証券会員制

法人福岡証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項並びに我が国において一般に公正妥当と認められる四半期

財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）

に準拠して作成されていないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判

断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、株式会社東京証券取引所及び証券会員制法人福岡証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1

項並びに我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作

成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これ

には、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制

を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所及び証券会員制法人福岡証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準

第4条第1項並びに我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸

表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要が

ある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータ及びＨＴＭＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所及び

証券会員制法人福岡証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項並びに我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が

適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続

企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事

項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期

連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー

報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる

可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所及び証券会員制法人福岡証券取引所の四半期

財務諸表等の作成基準第4条第1項並びに我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基

準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成され

ていないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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通期の業績予想は、2024年５月９日公表からの修正はありません。

１．連結経営成績
（単位：億円）

営業収益 億円 (前年同期比 %)

23.4QよりADに変更↓

営業費用 億円 %)

23.4QよりADに変更↓

営業利益 億円 %)

営業外損益 億円 %)

23.4QよりADに変更↓

経常利益 億円 %)

特別損益 億円 %)

億円 %)

上記に伴い、連結営業利益、連結経常利益は、４期連続の増益となりましたが、関係会社株式売却益
の減などにより、親会社株主に帰属する四半期純利益は、４期ぶりの減益となりました。

2 0 2 4 年 ８ 月 ６ 日

第１四半期累計期間(４月～６月)
記事

2023年度 2024年度 増 減 前年同期比

・
・ 当期の配当予想は、2024年５月９日公表からの修正はありません。

九 州 旅 客 鉄 道 株 式 会社

・ 連結営業収益は、鉄道旅客運輸収入の増やホテル業の収入増などにより62億円の増収となりました。

営 業 利 益 134 147 12 109.0% ４期連続の増益
営 業 費 用 844 894 50 105.9%
営 業 収 益 979 1,041 62 106.4% ４期連続の増収（過去最高）

特 別 損 益 84 1 △ 82 1.8%
経 常 利 益 137 151 14 110.4% ４期連続の増益
営 業 外 損 益 2 4 2 191.5%

 ※ EBITDA＝営業利益＋減価償却費

① 1,041 + 62 億円　／ 106.4

E B I T D A 211 236 24 111.8% ４期連続の増加（過去最高）

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
四 半 期 純 利 益 177 114 △ 63 64.2% ４期ぶりの減益

④ 4 (前年同期比 + 2 億円　／ 191.5

③ 147 (前年同期比 + 12 億円　／ 109.0

・ 鉄道旅客運輸収入の増やホテル業の収入増などにより増収。

② 894 (前年同期比 + 50 億円　／ 105.9

⑥ 1 (前年同期比 △ 82 億円　／ 1.8

⑤ 151 (前年同期比 + 14 億円　／ 110.4
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・ 関係会社株式売却益の減などにより減少。

⑦ 親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
四 半 期 純 利 益 114 (前年同期比 △ 63 億円　／ 64.2

2024年度 第１四半期（４月～６月累計）決算について

説明資料



２．セグメントの状況
(単位：億円)

 ※ EBITDA＝営業利益＋減価償却費

運輸サービス

不動産・ホテル

流通・外食

建設

ビジネスサービス

３．連結財政状態
(単位：億円)

第１四半期累計期間(４月～６月)
2023年度 2024年度 増 減 前年同期比

営 業 利 益 58 64 5 109.8%
E B I T D A 87 96 9

　運輸サービス
営 業 収 益 385 404 19 105.0%

110.4%

営 業 利 益 66 73 6 109.8%
E B I T D A 103 118 14

　不動産・ホテル
営 業 収 益 317 330 13 104.1%

113.9%

営 業 利 益 40 45 4 110.5%
E B I T D A 71 81 9

不動産賃貸業
営 業 収 益 162 183 20 112.6%

113.6%

営 業 利 益 17 11 △ 6 63.1%
E B I T D A 17 11 △ 6

不動産販売業
営 業 収 益 101 71 △ 30 70.4%

63.2%

営 業 利 益 8 17 8 204.7%
E B I T D A 14 25 11

ホテル業
営 業 収 益 53 75 22 142.5%

178.1%

営 業 利 益 6 7 1 123.7%
E B I T D A 9 11 1

　流通・外食
営 業 収 益 144 154 10 107.2%

121.5%

営 業 利 益 △ 5 △ 9 △ 3 -
E B I T D A △ 3 △ 6 △ 2

　建設
営 業 収 益 153 159 6 104.3%

-

① 増 収 ・ 増 益

・ 営業収益及び営業利益は、鉄道旅客運輸収入の増などにより増収・増益。

② 増 収 ・ 増 益

営 業 利 益 9 10 0 105.2%
E B I T D A 16 17 1

　ビジネスサービス
営 業 収 益 177 184 7 104.0%

106.6%

・ 営業収益及び営業利益は、受注の増などにより増収・増益。

2023年度 2024年度
増 減 増減事由

期末 第１四半期末

④ 増 収 ・ 減 益

・ 営業収益は工事の増などにより増収となったが、粗利率の低下などにより減益。

⑤ 増 収 ・ 増 益

・ 営業収益及び営業利益は、ホテル業の収入増などにより増収・増益。

③ 増 収 ・ 増 益

・ 営業収益及び営業利益は、外食業の収入増などにより増収・増益。

資 産 計 10,891 10,579 △ 311
流 動 負 債 2,242 1,843 △ 399 コマーシャル・ペーパーの減

流 動 資 産 2,215 1,911 △ 303 売掛金の減
固 定 資 産 8,676 8,668 △ 8

純 資 産 4,422 4,389 △ 33 配当金の支払による減

固 定 負 債 4,226 4,347 121 長期借入金の増
負 債 計 6,468 6,190 △ 278
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４．単体決算

（１）単体経営成績
（単位：億円）

【再掲】 （単位：億円）

（２）鉄道旅客運輸収入及び輸送量

前年同期比
営 業 収 益 566 573 6 101.1%

第１四半期累計期間(４月～６月)
記事

2023年度 2024年度 増 減

そ の 他 収 入 224 213 △ 11 95.0%

新 幹 線 131 139 8 106.6%
在 来 線 211 220 9 104.3%

４期連続の増収（過去最高）
鉄 道 旅 客 運 輸 収 入 342 359 17 105.2% ４期連続の増収

物 件 費 270 240 △ 29 89.2%
動 力 費 28 24 △ 3 87.5%

人 件 費 103 119 15 115.3%
営 業 費 用 453 450 △ 3 99.3%

租 税 公 課 31 33 1 105.9%
減 価 償 却 費 48 56 8 117.1%

修 繕 費 50 50 △ 0 99.3%
そ の 他 191 165 △ 25 86.7%

経 常 利 益 161 127 △ 33 79.3% ４期ぶりの減益
営 業 外 損 益 47 4 △ 43 10.2%
営 業 利 益 113 122 9 108.6% ４期連続の増益

第１四半期累計期間(４月～６月)
増減事由

2023年度 2024年度 増 減 前年同期比

四 半 期 純 利 益 205 96 △ 109 46.9% ３期ぶりの減益
特 別 損 益 82 1 △ 80 2.4%

鉄道旅客運輸収入の増
営 業 費 用 319 330 11 103.6% 人件費の増

鉄道
事業

営 業 収 益 379 397 18 104.9%

営 業 利 益 59 66 7

134 119 △ 14 89.0% 不動産販売原価の減
営 業 利 益 53 56 2 104.9%

112.0%

関連
事業

営 業 収 益 187 175 △ 12 93.5% 不動産販売収入の減
営 業 費 用

鉄道旅客
運輸収入
（百万円）

新幹線
定　期 752 806 54

計 13,108 13,974 866

第１四半期累計期間(４月～６月)
2023年度 2024年度 増 減 前年同期比

106.6%

新在計
定　期 7,774 8,017 242 103.1%

1,777 105.2%

在来線
定　期 7,022 7,210 187 102.7%
定期外

107.3%
定期外 12,356 13,167 811 106.6%

定期外 26,439

14,083 14,806 722 105.1%
計 21,105 22,016 910 104.3%

合　計 34,215 35,992 1,777 105.2%
荷　物 1 1 0 129.5%

27,973 1,534 105.8%
計 34,213 35,990

99.6%

在来線
定　期 991 1,002 11 101.1%
定期外

105.9%
定期外 396 391 △ 5 98.7%新幹線
定　期 56 60 3

計 453 451 △ 1

新在計
定　期 1,047 1,062 14 101.4%
定期外 1,022

626 651 25 104.1%
計 1,617 1,653 36 102.3%

輸送人員
（千人）

全　　社
定　期 54,774 56,148 1,374

計 81,785 84,281 2,495

1,042 20 102.0%
計 2,070 2,105 34 101.7%

輸送人キロ
（百万人キロ）

103.1%

新幹線
（再 掲）

定　期 800 856 55 107.0%
定期外

102.5%
定期外 27,011 28,132 1,121 104.2%

2,895 2,968 72 102.5%
計 3,696 3,824 128 103.5%
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５．2024年度通期の連結業績予想
（単位：億円）

※

６．セグメント別業績予想
(単位：億円)

※

７．株主還元の状況
2024年度の年間配当金は、１株当たり93円（中間配当金46.5円、期末配当金46.5円）の予定です。

2023年度 2024年度 対前年度実績
実績 予想 金額 比率

A

（うち鉄道旅客運輸収入） 1,450 1,477 26 101.8%
営 業 利 益 470 573 102 121.7%

B B-A B/A
営 業 収 益 4,204 4,411 206 104.9%

E B I T D A 800 940 139 117.4%

2024年５月９日公表からの修正はありません。

経 常 利 益 489 567 77 115.9%
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益 384 422 37 109.8%

実績 予想 金額 比率
A B B-A B/A

2023年度 2024年度 対前年度実績

営 業 利 益 103 149 45 143.3%
E B I T D A 223 281 57

　運輸サービス

営 業 収 益 1,637 1,666 28 101.7%

125.7%

営 業 利 益 248 284 35 114.5%
E B I T D A 408 463 54

　不動産・ホテル

営 業 収 益 1,331 1,382 50 103.8%

113.4%

営 業 利 益 158 173 14 108.9%
E B I T D A 290 318 27

不動産賃貸業

営 業 収 益 707 763 55 107.8%

109.3%

営 業 利 益 52 57 4 108.8%
E B I T D A 52 58 5

不動産販売業

営 業 収 益 371 335 △ 36 90.2%

110.2%

営 業 利 益 36 54 17 146.7%
E B I T D A 64 87 22

ホテル業

営 業 収 益 252 284 31 112.4%

134.1%

営 業 利 益 32 36 3 112.3%
E B I T D A 45 50 4

　流通・外食

営 業 収 益 617 652 34 105.6%

110.7%

営 業 利 益 59 66 6 110.5%
E B I T D A 70 79 8

　建設

営 業 収 益 900 950 49 105.4%

112.3%

2024年５月９日公表からの修正はありません。

営 業 利 益 38 47 8 121.3%
E B I T D A 68 77 8

　ビジネスサービス

営 業 収 益 779 818 38 104.9%

111.7%
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８．2024年度通期の単体業績予想
（単位：億円）

※

【再掲】 （単位：億円）

2023年度 2024年度 対前年度実績

営 業 収 益 2,343 2,341 △ 2 99.9%
鉄 道 旅 客 運 輸 収 入 1,450 1,477 26 101.8%

実績 予想 金額 比率
A B B-A B/A

そ の 他 収 入 892 864 △ 28 96.8%
営 業 費 用 2,044 1,991 △ 53 97.4%

新 幹 線 575 587 11 102.0%
在 来 線 875 890 14 101.7%

動 力 費 101 118 16 115.9%
修 繕 費 366 294 △ 72 80.2%

人 件 費 451 475 23 105.2%
物 件 費 1,263 1,146 △ 117 90.7%

減 価 償 却 費 204 233 28 113.7%
営 業 利 益 298 350 51 117.1%

そ の 他 794 734 △ 60 92.3%
租 税 公 課 124 137 12 109.9%

2024年５月９日公表からの修正はありません。

特 別 損 益 10 - △ 10 -
当 期 純 利 益 329 293 △ 36 89.0%

営 業 外 損 益 72 14 △ 58 19.3%
経 常 利 益 371 364 △ 7 98.0%

実績 予想 金額 比率
A B B-A B/A

2023年度 2024年度 対前年度実績

94.3%
営 業 利 益 193 199 5 102.9%

関連
事業

営 業 収 益 738 713 △ 25 96.6%
営 業 費 用 545 514 △ 31

98.5%
営 業 利 益 105 151 45 143.1%

鉄道
事業

営 業 収 益 1,604 1,628 23 101.4%
営 業 費 用 1,499 1,477 △ 22

記載金額につきましては、表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。
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